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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】現在選択中のデータのパターンに対する相対的
な位置を把握することができる誤り率測定装置及び誤り
率測定方法を提供する。
【解決手段】誤り率測定装置１において、信号発生器２
は、既知パターンのＮＲＺ信号またはＰＡＭ４信号を被
測定物に入力する。誤り検出器３は、被測定物から折り
返される信号を受信する。制御部７のパターンアドレス
算出手段７ａとパターン先頭位置算出手段７ｂにより、
受信した信号に基づくデータを表示制御手段７ｃが表示
部６の画面上に表示する。画面上に、パターン長、バス
幅、表示画面上に表示されるデータの１ブロックサイズ
、表示画面上で現在選択中のデータのアドレス値、１ブ
ロックサイズにおいて最後にバス先頭位置とパターン先
頭位置が重なる箇所から最終パターン先頭位置、位置の
ずれ量にて計算されたパターンアドレス値などを表示す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
既知パターンのＮＲＺ信号またはＰＡＭ４信号を被測定物（Ｗ）に入力し、この入力に伴
う前記被測定物からの信号を受信し、受信した信号に基づくデータを表示画面上に表示す
る誤り率測定装置（１）であって、
　パターン長、バス幅、前記表示画面上に表示されるデータの１ブロックサイズ、前記表
示画面上で現在選択中のデータのアドレス値、前記１ブロックサイズにおいて最後にバス
先頭位置とパターン先頭位置が重なる箇所から最終パターン先頭位置までの第１のアドレ
ス値の差分を用いた計算により、前記表示画面上で現在選択中のデータのパターンの先頭
からの位置のずれ量をパターンアドレス値として算出するパターンアドレス算出手段（７
ａ）と、
　前記パターンアドレス算出手段にて算出されたパターンアドレス値を前記表示画面上に
表示する表示制御手段（７ｃ）とを備えたことを特徴とする誤り率測定装置。
【請求項２】
前記パターンアドレス値が０となる位置を前記表示画面上のパターンの先頭の位置として
算出するパターン先頭位置算出手段（７ｂ）を備えたことを特徴とする請求項１に記載の
誤り率測定装置。
【請求項３】
前記表示制御手段（７ｃ）は、前記パターン先頭位置算出手段（７ｂ）にて算出した前記
表示画面上のパターンの先頭の位置を識別表示することを特徴とする請求項２に記載の誤
り率測定装置。
【請求項４】
前記第１のアドレス値の差分を前記パターン長で割った余り＋１を前記１ブロックサイズ
から差し引いた値を第２のアドレス値の差分として算出し、前記第２のアドレス値の差分
を前記パターン長で割った余りを前記パターン長から差し引いた値を第３のアドレス値の
差分として算出し、前記表示画面上で現在選択中のデータのアドレス値と前記第３のアド
レス値の差分とを足して前記パターン長で割った余りを前記パターンアドレス値として算
出することを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の誤り率測定装置。
【請求項５】
既知パターンのＮＲＺ信号またはＰＡＭ４信号を被測定物（Ｗ）に入力し、この入力に伴
う前記被測定物からの信号を受信し、受信した信号に基づくデータを表示画面上に表示す
る誤り率測定方法であって、
　パターン長、バス幅、前記表示画面上に表示されるデータの１ブロックサイズ、前記表
示画面上で現在選択中のデータのアドレス値、前記１ブロックサイズにおいて最後にバス
先頭位置とパターン先頭位置が重なる箇所から最終パターン先頭位置までの第１のアドレ
ス値の差分を用いた計算により、前記表示画面上で現在選択中のデータのパターンの先頭
からの位置のずれ量をパターンアドレス値として算出するステップと、
　前記パターンアドレス値を前記表示画面上に表示するステップとを含むことを特徴とす
る誤り率測定方法。
【請求項６】
前記パターンアドレス値が０となる位置を前記表示画面上のパターンの先頭の位置として
算出するステップを含むことを特徴とする請求項５に記載の誤り率測定方法。
【請求項７】
前記表示画面上のパターンの先頭の位置を識別表示するステップを含むことを特徴とする
請求項６に記載の誤り率測定方法。
【請求項８】
前記計算は、前記第１のアドレス値の差分を前記パターン長で割った余り＋１を前記１ブ
ロックサイズから差し引いた値を第２のアドレス値の差分として算出するステップと、
　前記第２のアドレス値の差分を前記パターン長で割った余りを前記パターン長から差し
引いた値を第３のアドレス値の差分として算出するステップと、
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　前記表示画面上で現在選択中のデータのアドレス値と前記第３のアドレス値の差分とを
足して前記パターン長で割った余りを前記パターンアドレス値として算出するステップと
を含むことを特徴とする請求項５～７の何れかに記載の誤り率測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既知パターンの多値信号（ＮＲＺ信号、ＰＡＭ４信号）を被測定物に入力し
、この入力に伴う被測定物からの信号を受信し、受信した信号に基づくデータを表示する
誤り率測定装置及び表示画面上で現在選択中のデータのパターンの先頭からのずれ量を表
示する誤り率測定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば下記特許文献１に開示されるように、誤り率測定装置は、固定データを含む既知
パターンのテスト信号を被測定物に送信し、このテスト信号の送信に伴って被測定物から
折り返して受信した被測定信号と基準となる参照信号とをビット単位で比較してビット誤
り率（ＢＥＲ：Bit Error Rate）を測定する装置として従来から知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２７４４７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した特許文献１では、表示画面上で現在選択しているデータの位置を表示する機能
はあるが、パターンの先頭の位置からのずれ量を表示する機能はない。つまり、従来のキ
ャプチャ機能では、表示画面上で現在選択しているデータの位置がパターンのどこにいる
のか判らなかった。しかも、表示画面上のパターンの先頭の位置を把握することができな
かった。
【０００５】
　そこで、本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであって、現在選択中のデータのパ
ターンに対する相対的な位置を把握することができる誤り率測定装置及び誤り率測定方法
を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１に記載された誤り率測定装置は、既知パタ
ーンのＮＲＺ信号またはＰＡＭ４信号を被測定物Ｗに入力し、この入力に伴う前記被測定
物からの信号を受信し、受信した信号に基づくデータを表示画面上に表示する誤り率測定
装置１であって、
　パターン長、バス幅、前記表示画面上に表示されるデータの１ブロックサイズ、前記表
示画面上で現在選択中のデータのアドレス値、前記１ブロックサイズにおいて最後にバス
先頭位置とパターン先頭位置が重なる箇所から最終パターン先頭位置までの第１のアドレ
ス値の差分を用いた計算により、前記表示画面上で現在選択中のデータのパターンの先頭
からの位置のずれ量をパターンアドレス値として算出するパターンアドレス算出手段７ａ
と、
　前記パターンアドレス算出手段にて算出されたパターンアドレス値を前記表示画面上に
表示する表示制御手段７ｃとを備えたことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の請求項２に記載された誤り率測定装置は、請求項１の誤り率測定装置において
、
　前記パターンアドレス値が０となる位置を前記表示画面上のパターンの先頭の位置とし
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て算出するパターン先頭位置算出手段７ｂを備えたことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の請求項３に記載された誤り率測定装置は、請求項２の誤り率測定装置において
、
　前記表示制御手段７ｃは、前記パターン先頭位置算出手段７ｂにて算出した前記表示画
面上のパターンの先頭の位置を識別表示することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項４に記載された誤り率測定装置は、請求項１～３の何れかの誤り率測定
装置において、
　前記第１のアドレス値の差分を前記パターン長で割った余り＋１を前記１ブロックサイ
ズから差し引いた値を第２のアドレス値の差分として算出し、前記第２のアドレス値の差
分を前記パターン長で割った余りを前記パターン長から差し引いた値を第３のアドレス値
の差分として算出し、前記表示画面上で現在選択中のデータのアドレス値と前記第３のア
ドレス値の差分とを足して前記パターン長で割った余りを前記パターンアドレス値として
算出することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の請求項５に記載された誤り率測定方法は、既知パターンのＮＲＺ信号またはＰ
ＡＭ４信号を被測定物Ｗに入力し、この入力に伴う前記被測定物からの信号を受信し、受
信した信号に基づくデータを表示画面上に表示する誤り率測定方法であって、
　パターン長、バス幅、前記表示画面上に表示されるデータの１ブロックサイズ、前記表
示画面上で現在選択中のデータのアドレス値、前記１ブロックサイズにおいて最後にバス
先頭位置とパターン先頭位置が重なる箇所から最終パターン先頭位置までの第１のアドレ
ス値の差分を用いた計算により、前記表示画面上で現在選択中のデータのパターンの先頭
からの位置のずれ量をパターンアドレス値として算出するステップと、
　前記パターンアドレス値を前記表示画面上に表示するステップとを含むことを特徴とす
る。
【００１１】
　本発明の請求項６に記載された誤り率測定方法は、請求項５の誤り率測定方法において
、
　前記パターンアドレス値が０となる位置を前記表示画面上のパターンの先頭の位置とし
て算出するステップを含むことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の請求項７に記載された誤り率測定方法は、請求項６の誤り率測定方法において
、
　前記表示画面上のパターンの先頭の位置を識別表示するステップを含むことを特徴とす
る。
【００１３】
　本発明の請求項８に記載された誤り率測定方法は、請求項５～７の何れかの誤り率測定
方法において、
　前記計算は、前記第１のアドレス値の差分を前記パターン長で割った余り＋１を前記１
ブロックサイズから差し引いた値を第２のアドレス値の差分として算出するステップと、
　前記第２のアドレス値の差分を前記パターン長で割った余りを前記パターン長から差し
引いた値を第３のアドレス値の差分として算出するステップと、
　前記表示画面上で現在選択中のデータのアドレス値と前記第３のアドレス値の差分とを
足して前記パターン長で割った余りを前記パターンアドレス値として算出するステップと
を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、表示画面上で現在選択中のデータの位置がパターンの先頭位置からど
のくらい離れているのかをパターンアドレス値として表示し、現在選択中のデータのパタ
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ーンに対する相対的な位置を把握することができる。その結果、被測定物が特定パターン
によってエラーが発生しやすい場合、どこでエラーが発生しやすいか、エラーの出現傾向
を視覚的に把握でき、デバッグしやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る誤り率測定装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】ＰＡＭ４信号の説明図である。
【図３】本発明に係る誤り率測定装置における基準データ、入力データ、差分シンボル値
、遷移名称、当該シンボルの波形に対する帯状表示の色彩、帯状表示の振幅方向の向き、
帯状表示の振幅方向の高さおよび帯状表示例の対応テーブルの一例を示す図である。
【図４】本発明に係る誤り率測定装置における波形イメージ表示、シンボル値表示、帯状
表示の一例を示す図である。
【図５】ビットデータのパターンアドレス値の一例を示す図である。
【図６】シンボルデータのパターンアドレス値の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための形態について、添付した図面を参照しながら詳細に説明
する。
【００１７】
　図１に示すように、本実施の形態の誤り率測定装置１は、被測定物Ｗを信号パターン折
り返しのステートに遷移させた状態で既知パターンの多値信号をテスト信号（基準データ
）として被測定物Ｗを送信し、このテスト信号の送信に伴って被測定物Ｗから折り返して
受信する入力データの誤り率を測定するものである。
【００１８】
　誤り率測定装置１は、被測定物Ｗへの既知パターンの多値信号の入力に伴って被測定物
Ｗから折り返して受信する入力データに基づくシンボルデータを表示するキャプチャ機能
を有し、信号発生器２、誤り検出器３、操作部４、記憶部５、表示部６、制御部７を備え
る。
【００１９】
　信号発生器２は、多値信号による基準データとして、各ビットの間で０に復帰しない方
式のＮＲＺ信号または所望のシンボル列（０、１、２、３のシンボル値からなるシンボル
の列）のデータからなるＰＡＭ４信号を発生する。
【００２０】
　ＰＡＭ４信号を発生する場合には、図１に示すように、信号発生器２が第１信号発生部
２ａ、第２信号発生部２ｂ、信号合成出力部２ｃを備えて概略構成される。
【００２１】
　ＰＡＭ４信号は、振幅がシンボルごとに４種類に分けられ、図２に示すように、４つの
異なる振幅の電圧レベルＶ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４を有し、全体の振幅電圧範囲Ｈが電圧レ
ベルの低い方から低電圧範囲Ｈ１、中電圧範囲Ｈ２、高電圧範囲Ｈ３に分けられ、３つの
アイパターン開口部による連続した範囲からなる。
【００２２】
　第１信号発生部２ａは、固定データを含む既知パターンからなる所望のＰＡＭ４シンボ
ル列を発生するにあたり、第２信号発生部２ｂが生成する最下位ビット列信号（ＬＳＢ：
Least Significant Bit ）と足し合わせてＰＡＭ４信号を生成するための最上位ビット列
信号（ＭＳＢ：Most Significant Bit）を生成する。
【００２３】
　第２信号発生部２ｂは、第１信号発生部２ａが生成する最上位ビット列信号と足し合わ
せてＰＡＭ４信号を生成するための最下位ビット列信号を生成する。
【００２４】
　第１信号発生部２ａ、第２信号発生部２ｂが発生する具体的なビット列信号としては、
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例えばＰＲＢＳ７（パターン長：２7 －１）、ＰＲＢＳ９（パターン長：２9 －１）、Ｐ
ＲＢＳ１０（パターン長：２10－１）、ＰＲＢＳ１１（パターン長：２11－１）、ＰＲＢ
Ｓ１５（パターン長：２15－１）、ＰＲＢＳ２０（パターン長：２20－１）などの各種疑
似ランダムパターン（ＰＲＢＳ：Pseudo Random Bit Sequence）といった周期パターンや
、ＰＲＢＳ１３Ｑ、ＰＲＢＳ３１Ｑ、ＳＳＰＲＱなどのＰＡＭを評価するための評価用パ
ターンがある。
【００２５】
　信号合成出力部２ｃは、第１信号発生部２ａが発生する最上位ビット列信号と第２信号
発生部２ｂが発生する最下位ビット列信号とを足し合わせてＰＡＭ４信号を出力する。こ
のＰＡＭ４信号は、被測定物Ｗの誤り率などを測定する際、既知パターンのテスト信号と
して被測定物Ｗに入力される。
【００２６】
　誤り検出器３は、信号発生器２から既知パターンのテスト信号として基準データ（ＮＲ
Ｚ信号またはＰＡＭ４信号）が被測定物Ｗに入力されたときに、この基準データの入力に
伴って被測定物Ｗから出力される信号を受けて誤り率などを測定するもので、図１に示す
ように、信号受信部３ａ、同期検出部３ｂ、位置情報記憶部３ｃ、データ比較部３ｄ、比
較結果データ記憶部３ｅを備える。
【００２７】
　信号受信部３ａは、被測定物ＷからＮＲＺ信号を受信した場合、ＮＲＺ信号を所定のサ
ンプリング周期でサンプリングしてビット列（０、１）のビット値からなるビットの列）
に変換する。また、信号受信部３ａは、被測定物ＷからＰＡＭ４信号を受信した場合、Ｐ
ＡＭ４信号を所定のサンプリング周期でサンプリングしてシンボル列（０、１、２、３の
シンボル値からなるシンボルの列）に変換する。この信号受信部３ａにて変換されたビッ
ト列のデータ（以下、ビットデータとも言う）またはシンボル列のデータ（以下、シンボ
ルデータとも言う）は、同期検出部３ｂに入力される。
【００２８】
　同期検出部３ｂは、操作部４にて予め設定される設定タイミングにより、記憶部５から
読み込んだ基準データと、被測定物Ｗから受信して信号受信部３ａから出力されるビット
データまたはシンボルデータとの同期を取って取り込み、取り込んだ入力データとなるビ
ットデータまたはシンボルデータをデータ比較部３ｄに出力する。
【００２９】
　設定タイミングは、例えば表示部６の不図示の設定画面上で操作部４にて予め設定され
、例えばエラーを含む特定パターンと一致するパターンのデータを受信するタイミング、
被測定物Ｗがトリガー信号を発生するタイミング、ユーザの指示（例えばボタン操作）に
よりトリガー信号を発生するタイミングである。
【００３０】
　同期検出部３ｂは、同期が取れたときにその旨をデータ比較部３ｄへ通知するとともに
、同期が取れたときの基準データにおけるビットまたはシンボルの位置を表す同期位置を
位置情報記憶部３ｃに記憶させる。
【００３１】
　位置情報記憶部３ｃは、同期検出部３ｂにて基準データと信号受信部３ａからのＮＲＺ
信号のビットデータまたはＰＡＭ４信号のシンボルデータとの同期が取れたときに、同期
が取れたときの基準データにおけるビットまたはシンボルの位置を表す同期位置を記憶す
る。
【００３２】
　データ比較部３ｄは、同期検出部３ｂで同期が取れた後、操作部４を介したユーザなど
の指示により、誤り率の測定を開始するときの位置にある基準データのビットまたはシン
ボルから順に、同期検出部３ｂから出力されたビット列またはシンボル列である入力デー
タと基準データのビット列またはシンボル列とを順次比較してエラーのあるビットまたは
シンボルを検出する。
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【００３３】
　例えばＰＡＭ４信号の場合、データ比較部３ｄは、基準データのシンボルから入力デー
タのシンボルを引き算する差分の算出を行い、基準データに対する入力データのシンボル
遷移量を算出し、入力データと基準データの排他的論理和（ＸＯＲ）をとることで誤って
いるシンボル位置を表す取得エラーデータを取得し、図３のテーブルに基づき遷移名称を
決定し、比較結果データを生成する。そして、データ比較部３ｄは、操作部４から波形イ
メージ表示開始操作がされるか、波形イメージ表示条件を満たすと、表示開始操作に応じ
て、または表示開始条件を満たす基準データのシンボルの位置の位置情報を同期位置とと
もに位置情報記憶部３ｃに記憶させる。合わせて、同期位置の位置情報をたとえば０とし
、次のシンボルの位置情報を１、２、３、・・・といった追番として、それぞれの比較結
果データとそれぞれの位置情報とを紐づけるよう位置情報記憶部３ｃに記憶させる。
【００３４】
　なお、波形イメージ表示開始条件とは、例えば、予め設定したシンボル遷移が発生した
場合、シンボル遷移が予め設定した所定数連続で発生した場合などをいう。
【００３５】
　データ比較部３ｄは、操作部４から波形イメージ表示停止操作がされるか、波形イメー
ジ表示停止条件を満たすと、表示停止操作に応じて、または表示停止条件を満たす基準デ
ータのシンボルの位置の位置情報を位置情報記憶部３ｃに記憶させる。
【００３６】
　なお、波形イメージ表示停止条件とは、例えば、シンボル遷移が予め設定した所定数連
続で発生しない場合などをいう。
【００３７】
　比較結果データ記憶部３ｅは、データ比較部３ｄによる比較結果データを記憶する。比
較結果データは、ＰＡＭ４信号の場合、入力データのシンボルのそれぞれにおいて、基準
データと比較してエラーのないシンボル、すなわちシンボル遷移がないことを示す遷移名
称、および基準データと比較してエラーのあるシンボルにおいて、例えば、ＰＡＭ４信号
の４つのＰＡＭシンボルの各シンボルごとの遷移量と遷移方向に基づく複数の遷移名称と
いうシンボル遷移を区別するための情報を含む。
【００３８】
　操作部４は、設定手段としても機能するものであり、図１の誤り率測定装置１に備える
例えば操作ノブ、各種キー、スイッチ、ボタンや表示部６の表示画面６ａ上のソフトキー
などのユーザインタフェースで構成される。操作部４は、設定タイミングの設定、表示部
６の表示画面６ａ上に表示されるシンボルデータのブロックの指定、ボーレート、シンボ
ル列の発生条件などの設定、誤り率測定の開始・終了の指示など誤り率測定に関わる各種
設定を行う。
【００３９】
　記憶部５は、制御部７の制御により、予め設定された設定タイミングによりブロック単
位で信号受信部３ａから取り込んだシンボルデータを予め割り当てられた記憶容量で記憶
する。本実施の形態では、表示部６の１つの表示領域（スクロール表示を含む表示サイズ
）に表示可能なシンボルデータの塊を１ブロックとしている。例えば割り当てられる記憶
容量が８Ｍｂｉｔｓ（シンボルデータの４Ｍｂｉｔｓに相当）で表示部６の１つの表示領
域に表示可能なシンボルデータの塊を１ブロックとした場合、１ブロック＝６５５３６ビ
ット＝３２７６８シンボルとして、４Ｍｂｉｔｓのシンボルデータを予め設定される所定
の分割数（１，２，４，８，１６，３２，６４，１２８の何れかの分割数）で分割して記
憶部５に記憶する。
【００４０】
　なお、シンボルデータの最大分割数は、記憶部５に割り当てられる記憶容量に応じて決
まる。例えば記憶部５に割り当てられる記憶容量が８Ｍｂｉｔｓであれば、シンボルデー
タの最大分割数は１２８分割となる。また、設定タイミングは、前述したように、エラー
を含む特定パターンと一致するパターンのシンボルデータを受信するタイミング、被測定
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物Ｗがトリガー信号を発生するタイミング、ユーザの指示（例えばボタン操作）によりト
リガー信号を発生するタイミングの何れかであり、例えば表示部６の不図示の設定画面上
で操作部４にて予め設定される。
【００４１】
　記憶部５は、信号合成出力部２ｃからの既知パターンのテスト信号として被測定物Ｗに
入力するＮＲＺ信号のビット列（０、１のビット値からなるビットの列）やＰＡＭ４信号
のシンボル列（０、１、２、３のシンボル値からなるシンボルの列）を記憶する。この既
知パターンのテスト信号として被測定物Ｗに入力するＮＲＺ信号のビット列やＰＡＭ４信
号のシンボル列は、被測定物Ｗから受信した信号から生成する入力データと比較するとき
の基準となる基準データとなっている。
【００４２】
　記憶部５は、設定タイミング、ボーレート、シンボル列の発生条件や、波形イメージ表
示開始条件、波形イメージ表示停止条件などの情報を記憶する。これらの情報は、操作部
４によりユーザインタフェースを介して適宜選択設定することができる。
【００４３】
　なお、制御部７や、第１信号発生部２ａと第２信号発生部２ｂにおいて、テスト信号と
なるＮＲＺ信号のビット列やＰＡＭ４信号のシンボル列を把握できる場合は、制御部７や
、第１信号発生部２ａと第２信号発生部２ｂから記憶部５へと既知パターンのテスト信号
であるＮＲＺ信号のビット列またはＰＡＭ４信号のシンボル列、すなわち基準データを記
憶するように構成してもよい。
【００４４】
　表示部６は、図１の誤り率測定装置１に備える例えば液晶表示器などで構成され、誤り
率測定に関わる設定画面、各コンプライアンステスト（被測定物Ｗが通信規格に適合する
か否かの試験）や誤り率の測定画面などを表示する。また、表示部６は、表示画面６ａ上
のソフトキーなどの操作部４の操作機能を兼ね備えている。
【００４５】
　制御部７は、ＰＡＭ４信号の誤り率を測定するため、例えば中央処理装置（ＣＰＵ）、
ＲＯＭ、ＲＡＭなどの記憶素子から構成され、信号発生器２、誤り検出器３、操作部４、
記憶部５、表示部６を統括制御するもので、パターンアドレス算出手段７ａ、パターン先
頭位置算出手段７ｂ、表示制御手段７ｃを備える。
【００４６】
　パターンアドレス算出手段７ａは、既知パターンとしてのＮＲＺ信号のビットデータま
たはＰＡＭ４信号のシンボルデータのパターン長：Ａ、バス幅：Ｂ、表示画面６ａ上に表
示されるデータの１ブロックサイズ：Ｃ、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデー
タのアドレス値：Ｄ、１ブロックサイズにおいて最後にバス先頭位置とパターン先頭位置
が重なる箇所（パターンシンク）から最終パターン先頭位置までのアドレス値の差分（第
１のアドレス値の差分）：Ｅが既知の値として与えられると、以下の計算によって表示画
面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータのパターンアドレス値を算出する。
【００４７】
　表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータのパターンアドレス値を算出するにあ
たっては、Ｃ－（（ＥをＡで割った余り）＋１）の計算式により、最終パターン先頭位置
から先頭データ位置までのアドレス値の差分（第２のアドレス値の差分）Ｆを算出する。
次に、Ａ－（ＦをＡで割った余り）の計算式により、先頭データ位置からパターン先頭位
置までのアドレス値の差分（第３のアドレス値の差分）Ｇを算出する。そして、Ｄ＋Ｇを
Ａで割ったときの余りをパターンアドレス値として算出する。
【００４８】
　具体的には、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータ（例えばエラーがあるデ
ータ）がＮＲＺ信号のビットデータの場合、パターン長Ａ＝１２７ｂｉｔ、バス幅Ｂ＝２
５６、表示画面６ａ上に表示されるビットデータの１ブロックサイズＣ＝８１９２×８＝
６５５３６ｂｉｔ、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータのアドレス値Ｄ＝３
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、第１のアドレス値の差分Ｅ＝２５５が与えられると、第２のアドレス値の差分Ｆは、Ｆ
＝（８１９２×８）－（（２５５を１２７で割った余り）＋１）＝６５５３６－（１＋１
）＝６５５３６－２＝６５５３４となる。また、第３のアドレス値の差分Ｇは、Ｇ＝１２
７－（６５５３４を１２７で割った余り）＝１２７－２＝１２５となる。よって、（３＋
１２５）を１２７で割った余り＝１がパターンアドレス値として算出される。
【００４９】
　また、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータ（例えばエラーがあるデータ）
がＰＡＭ４信号のシンボルデータの場合、パターン長Ａ＝２５５ｓｙｍｂｏｌ、バス幅Ｂ
＝５１２、表示画面６ａ上に表示されるシンボルデータの１ブロックサイズＣ＝４０９６
×８＝３２７６８ｓｙｍｂｏｌ、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータのアド
レス値Ｄ＝３０７、第１のアドレス値の差分Ｅ＝５１１が与えられると、第２のアドレス
値の差分Ｆは、Ｆ＝（４０９６×８）－（（５１１を２５５で割った余り）＋１）＝３２
７６８－（１＋１）＝３２７６８－２＝３２７６６となる。また、第３のアドレス値の差
分Ｇは、Ｇ＝２５５－（３２７６６を２５５で割った余り）＝２５５－１２６＝１２９と
なる。よって、（３０７＋１２９）を２５５で割った余り＝１８１がパターンアドレス値
として算出される。
【００５０】
　なお、パターンアドレス値とは、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータ（ビ
ットデータまたはシンボルデータ）について、パターンの先頭からのアドレス値のずれ量
を示すものである。具体的には、パターンの先頭のアドレス値を０とし、１→２→３→…
と順番にパターンの最後までアドレス値が付与される。例えばパターン長が１２７ｂｉｔ
の場合、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータがパターン先頭から３番目であ
れば、パターンアドレス値は「２」であり、パターン先頭からのアドレス値のずれ量は「
２」となる。
【００５１】
　パターン先頭位置算出手段７ｂは、パターンアドレス算出手段７ａにて算出したパター
ンアドレス値が０となる表示画面６ａ上のアドレス値の位置をパターン先頭位置として算
出する。
【００５２】
　具体的には、表示画面６ａ上で現在選択中のデータ（例えばエラーがあるデータ）がＮ
ＲＺ信号のビットの場合、パターン長Ａ＝１２７ｂｉｔ、バス幅Ｂ＝２５６、１ブロック
サイズＣ＝８１９２×８＝６５５３６ｂｉｔ、表示画面６ａ上で現在選択中のデータのア
ドレス値Ｄ、１ブロックサイズにおいて最後にバス先頭位置とパターン先頭位置が重なる
箇所（パターンシンク）から最終パターン先頭位置までのアドレス値の差分（第１のアド
レス値の差分）Ｅ＝２５５が与えられると、（Ｄ＋１２５）を１２７で割った余りが０に
なるＤ＝２，１２９，２５６，３８３，５１０，６３７，７６４，…のアドレス値の位置
（２から１２７おきのアドレス値の位置）がパターン先頭位置として算出される。
【００５３】
　また、表示画面６ａ上で現在選択中のデータ（例えばエラーがあるデータ）がＰＡＭ４
信号のシンボルの場合、パターン長Ａ＝２５５ｓｙｍｂｏｌ、バス幅Ｂ＝５１２、１ブロ
ックサイズＣ＝４０９６×８＝３２７６８ｓｙｍｂｏｌ、表示画面６ａ上で現在選択中の
データのアドレス値Ｄ、１ブロックサイズにおいて最後にバス先頭位置とパターン先頭位
置が重なる箇所（パターンシンク）から最終パターン先頭位置までのアドレス値の差分（
第１のアドレス値の差分）Ｅ＝５１１が与えられると、（Ｄ＋１２９）を２５５で割った
余りが０になるＤ＝１２６，３８１，６３６，８９１，…のアドレス値の位置（１２６か
ら２５５おきのアドレス値の位置）がパターン先頭位置として算出される。
【００５４】
　表示制御手段７ｃは、パターンアドレス算出手段７ａにて算出されたパターンアドレス
値を表示画面６ａ上に表示制御する。例えばパターン長が１２７ｂｉｔの場合、図５に示
すように、パターン長が１２７ｂｉｔのパターンにおいて、表示画面６ａ上で現在選択中
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のデータ（例えば図５の右上がりの斜線で示すエラーがあるデータ）のアドレス値（カー
ソルアドレス値）が「０」のときに、パターンアドレス算出手段７ａにて算出されたパタ
ーンアドレス値「１２５」を表示画面６ａ上に表示制御する。
【００５５】
　また、表示制御手段７ｃは、パターン先頭位置算出手段７ｂにて算出した表示画面６ａ
上のパターンの先頭の位置を識別表示する。例えばパターン長が１２７ｂｉｔの場合、図
５の右下がりの斜線で示す「０」の部分がパターンの先頭の位置を示しており、この「０
」の部分を識別表示する。なお、識別表示は、パターンの先頭の位置を例えば色付け表示
、点滅表示など、ユーザが表示画面６ａを見て、パターンの先頭と他の部分とを識別でき
ればよく、その表示形態が限定されるものではなく、操作部４の操作（例えば表示画面６
ａ上のソフトキーの操作）によりオン／オフ切替が可能である。
【００５６】
　さらに、表示制御手段７ｃは、予め設定された設定タイミングにて信号受信部３ａから
取り込んで記憶部５に記憶されたデータ（基準データと比較されるビットデータまたはシ
ンボルデータ）を表示部６の表示画面６ａ上に表示制御する。
【００５７】
　さらに説明すると、表示制御手段７ｃは、表示部６の１つの表示領域（スクロール表示
を含む表示サイズ）に表示可能なビットデータまたはシンボルデータの塊を１ブロックと
して、予め設定された設定タイミングにて信号受信部３ａからビットデータまたはシンボ
ルデータをブロック単位で取り込み、取り込んだブロック単位のビットデータまたはシン
ボルデータを記憶部５に記憶し、ブロック単位で切替表示できるように記憶部５に記憶さ
れたビットデータまたはシンボルデータを表示部６の表示画面６ａ上に表示制御する。
【００５８】
　また、表示制御手段７ｃは、被測定物Ｗからの入力データがＰＡＭ４信号の場合、記憶
部５の基準データのシンボル値に基づいて、シンボル値表示および波形イメージ表示を表
示部６に表示する。さらに説明すると、シンボル値表示は、図４に示すように、０、１、
２、３のシンボル値の数字を、波形イメージの対応するそれぞれのシンボル値に合わせて
表示部６に表示する。また、波形イメージ表示は、図４に示すように、０、１、２、３の
シンボル値にそれぞれ合わせた振幅方向の高さ、各シンボル値ごとの時間軸方向の横幅と
なるように表示部６に表示する。
【００５９】
　さらに、表示制御手段７ｃは、比較結果データ記憶部３ｅの比較結果データに基づいて
、波形イメージ表示に対し、例えば図３の帯状表示例に従い、それぞれのシンボルの遷移
名称に対応して、当該シンボルの波形に対する帯状表示の色彩、帯状表示の振幅方向の向
き、帯状表示の振幅方向の高さとなるように重ねて識別表示する。
【００６０】
　上記のように構成される誤り率測定装置１では、測定に関わる各種設定を行った後、Ｐ
ＡＭ４信号による既知パターンを被測定物Ｗに送信した場合、この既知パターンの送信に
伴って信号受信部３ａにて被測定物Ｗから受信したＰＡＭ４信号を所定のサンプリング周
期でサンプリングしてシンボル列に変換する。そして、同期検出部３ｂは、基準となるＰ
ＡＭ４信号のシンボル列のデータである基準データと、被測定物Ｗから受信したＰＡＭ４
信号に基づくシンボルデータとの同期を取り、同期が取れたときの基準データにおけるシ
ンボルの位置を表す同期位置を位置情報記憶部３ｃに記憶するとともに、入力データとな
るシンボルデータを出力する。
【００６１】
　その後、シンボル比較部３ｄは、操作部４を介したユーザなどの指示により、誤り率の
測定を開始するときの位置にあるシンボルから順に、同期されたシンボルと基準データと
を順次比較してエラーのあるシンボルを検出するとともに、比較した結果である比較結果
データを比較結果データ記憶部３ｅに記憶する。
【００６２】
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　また、シンボル比較部３ｄは、波形イメージ表示開始操作がされるか、波形イメージ表
示開始条件を満たすと、表示開始操作に応じて、または表示開始条件を満たす基準データ
のシンボルの位置の位置情報を同期位置とともに位置情報記憶部３ｃに記憶する。
【００６３】
　さらに、シンボル比較部３ｄは、波形イメージ表示停止操作がされるか、波形イメージ
表示停止条件を満たすと、表示停止操作に応じて、または表示停止条件を満たす基準デー
タのシンボルの位置の位置情報を位置情報記憶部３ｃに記憶する。
【００６４】
　そして、表示部６は、表示制御手段７ａの制御により、例えば図４に示すように、入力
データのシンボル値に基づいて、シンボル値表示および波形イメージ表示を表示し、図３
の帯状表示例に従い、それぞれのシンボルの遷移名称に対応して、当該シンボルの波形に
対する帯状表示の色彩、帯状表示の振幅方向の向き、帯状表示の振幅方向の高さとなるよ
うに重ねて識別表示する。例えば図４では、左から２番目の入力データと取得エラーデー
タのシンボルが１（０１）であり、入力データのシンボルが基準データ０（００）から１
（０１）へとシンボル遷移しているので、図３に示すように、遷移名称は「Ａ２」となる
。そして、この遷移名称「Ａ２」に対応する帯状表示の色彩は「赤」、帯状表示の振幅方
向の向きは「下」、帯状表示の振幅方向の高さは「１電圧範囲」となる。これにより、左
から２番目の位置の波形イメージ表示に対し、線状の波形に対して１電圧範囲で下向きの
赤色の帯状表示を行う。
【００６５】
　そして、パターンアドレス算出手段７ａは、上述した表示制御が行われた状態において
、ユーザが表示画面６ａ上のカーソルで任意のデータ（例えばエラーがあるデータ）が選
択されると、この現在選択中のデータのパターンアドレス値を算出する。
【００６６】
　ここで、表示画面６ａ上のカーソルで現在選択中のデータがビットデータの場合とシン
ボルデータの場合におけるパターンアドレス値の算出方法について図５および図６を参照
しながら具体的な数値を示して説明する。
【００６７】
　［ビットデータの場合］
　パターン長Ａ＝１２７ｂｉｔ、バス幅Ｂ＝２５６、表示画面６ａ上に表示されるビット
データの１ブロックサイズＣ＝８１９２×８＝６５５３６ｂｉｔ、表示画面６ａ上のカー
ソルで現在選択中のビットデータのアドレス値Ｄ＝０（図５のアドレス「０」）、第１の
アドレス値の差分Ｅ＝２５５が予め既知の値として与えられているものとする。なお、図
５では表示画面６ａ上の各ビットデータのパターンアドレス値の一部を示しているが、実
際の表示画面６ａの各アドレスには基準データとビット比較される入力データ（ビットデ
ータ）が表示される。
【００６８】
　第２のアドレス値の差分Ｆは、前述した計算式Ｆ＝Ｃ－（（ＥをＡで割った余り）＋１
）から算出され、Ｆ＝６５５３６－（（２５５を１２７で割った余り）＋１）＝６５５３
６－（１＋１）＝６５５３６－２＝６５５３４となる。
【００６９】
　また、第３のアドレス値の差分Ｇは、前述した計算式Ｇ＝１２７－（６５５３４を１２
７で割った余り）から算出され、Ｇ＝１２７－（６５５３４を１２７で割った余り）＝１
２７－２＝１２５となる。
【００７０】
　したがって、パターンアドレス値は、現在選択中のアドレス値Ｄ＋第３のアドレス値の
差分Ｇをパターン長Ａで割ったときの余り、すなわち、（０＋１２５）を１２７で割った
余り＝１２５となる。これにより、図５に示すように、表示画面６ａ上のカーソルで現在
選択中のビットデータのカーソルアドレス値「０」とパターンアドレス値「１２５」が表
示画面６ａ上に表示される。
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【００７１】
　［ＰＡＭ４シンボルデータの場合］
　パターン長Ａ＝２５５ｓｙｍｂｏｌ、バス幅Ｂ＝５１２、表示画面６ａ上に表示される
シンボルデータの１ブロックサイズＣ＝４０９６×８＝３２７６８ｓｙｍｂｏｌ、表示画
面６ａ上のカーソルで現在選択中のシンボルデータのアドレス値Ｄ＝１２（図６のアドレ
ス「１２」）、第１のアドレス値の差分Ｅ＝５１１が予め既知の値として与えられている
ものとする。なお、図６では表示画面６ａ上の各シンボルデータのパターンアドレス値の
一部を示しているが、実際の表示画面６ａの各アドレスには基準データとシンボル比較さ
れる入力データ（シンボルデータ）が表示される。
【００７２】
　第２のアドレス値の差分Ｆは、前述した計算式Ｆ＝Ｃ－（（ＥをＡで割った余り）＋１
）から算出され、Ｆ＝（４０９６×８）－（（５１１を２５５で割った余り）＋１）＝３
２７６８－（１＋１）＝３２７６８－２＝３２７６６となる。
【００７３】
　また、第３のアドレス値の差分Ｇは、前述した計算式Ｇ＝２５５－（３２７６６を２５
５で割った余り）から算出され、Ｇ＝２５５－（３２７６６を２５５で割った余り）＝２
５５－１２６＝１２９となる。
【００７４】
　したがって、パターンアドレス値は、現在選択中のアドレス値Ｄ＋第３のアドレス値の
差分Ｇをパターン長Ａで割ったときの余り、すなわち、（１２＋１２９）を２５５で割っ
た余り＝１４１となる。これにより、図６に示すように、表示画面６ａ上のカーソルで現
在選択中のシンボルデータのカーソルアドレス値「１２」とパターンアドレス値「１４１
」が表示画面６ａ上に表示される。
【００７５】
　また、パターン先頭位置算出手段７ｂは、パターンアドレス算出手段７ａにて算出した
パターンアドレス値が０となる表示画面６ａ上のアドレス値の位置をパターン先頭位置と
して算出する。
【００７６】
　そして、表示制御手段７ｃは、パターンアドレス算出手段７ａにて算出されたパターン
アドレス値を表示画面６ａ上に表示制御するとともに、パターン先頭位置算出手段７ｂに
て算出した表示画面６ａ上のパターンの先頭の位置を必要に応じて識別表示する。
【００７７】
　ところで、上述した実施の形態では、図１に示すように、誤り率測定装置１に信号発生
器２、誤り検出器３、操作部４、記憶部５、表示部６、制御部７が含まれる構成としたが
、この構成に限定されるものではない。例えば、信号発生器２と誤り検出器３をそれぞれ
別々にモジュール化または個別筐体とし、操作部４、表示部６を外部に接続したパーソナ
ルコンピュータなどの外部装置で構成することもできる。
【００７８】
　このように、本実施の形態によれば、表示画面上のカーソルで現在選択中のデータ（例
えばエラーがあるデータ）について、パターンの先頭の位置からのずれ量をパターンアド
レス値として表示するので、現在選択中のデータのパターンに対する相対的な位置を把握
することができる。そして、表示画面上のカーソルで現在選択中のデータの位置がパター
ンの先頭からどのくらい離れて位置しているかをパターンアドレス値として表示する機能
に加え、表示画面上のパターンの先頭の位置を算出して識別表示する機能も備えた構成な
ので、パターンに対するデータの選択位置の関係が即座に把握可能となり、その結果、被
測定物が特定パターンによってエラーが発生しやすい場合、どこでエラーが発生しやすい
か、エラーの出現傾向を視覚的に把握でき、デバッグしやすくなる。
【００７９】
　以上、本発明に係る誤り率測定装置及び誤り率測定方法の最良の形態について説明した
が、この形態による記述および図面により本発明が限定されることはない。すなわち、こ
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の形態に基づいて当業者等によりなされる他の形態、実施例および運用技術などはすべて
本発明の範疇に含まれることは勿論である。
【符号の説明】
【００８０】
　１　誤り率測定装置
　２　信号発生器
　２ａ　第１信号発生部
　２ｂ　第２信号発生部
　２ｃ　信号合成出力部
　３　誤り検出器
　３ａ　信号受信部
　３ｂ　同期検出部
　３ｃ　位置情報記憶部
　３ｄ　シンボル比較部
　３ｅ　比較結果データ記憶部
　４　操作部
　５　記憶部
　６　表示部
　６ａ　表示画面
　７　制御部
　７ａ　パターンアドレス算出手段
　７ｂ　パターン先頭位置算出手段
　７ｃ　表示制御手段
　Ｗ　被測定物

【図１】 【図２】
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